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1．はじめに

　好悪や連想な どに基づ く色選 択 の 個人 差か ら，

パ ーソ ナ リテ ィ を診断 しよ うとするテ ス トは幾つ

か作 られ て い る 。 中で最も完成度が 高い と思わ れ

る もの は ，
フ ィ ス タ

ー
が考案 した 「カ ラ

ー ピ ラ ミ

ソ ドテ ス ト」で あ る 。 しか しなが ら，近 江 ら （1997）

は こ の テ ス トに お ける使 用色 の 構 成及 び 診断法

（選択色 の 集計分類）等の 問題 を指摘 し て い る。

　本研究で は ，
1）使 用色 は色彩感情デー

タを用い

て 体系的 に設定 したもの とし，2）選択色の 集計分

類は ， 色相別 ・ト
ー

ン 別 ， 色彩感情別 な ど ， 幾つ

か の 基 準か ら進 め る 。 そ して ， 得 られ た選 択色の

傾向か ら性格を ど こ まで 予測で き るか の 見 通 しを

つ け る こ とを ， 研 究 目的 とす る。

2．方法

　成人男女 29 名 （女性 27 名 ・男性 2 名，平均年

齢 42，7 歳）に対 し，後述の 配色作成課題 を集団法

に よ り行わ せ た。全 て の 被験者 は，そ の 10 日 ほ ど

前に ，質問紙に よる パ ーソナ リテ ィ テ ス トを個別

に実施 し て い る。

1＞配色作成課題

　3 層 6 マ ス の ピ ラ ミ ッ ド型の 図版上 に （図 1），

21 色 の カ ラ
ー

チ ッ プを 自由に選 ん で マ ス に並 べ

させ ，気 に い っ た （好 きな）配 列 と，気 に入 らな

い （嫌い な ）配列 を，5 点ず っ 作成 させ る 。 同 じ

色 コ マ を 多く用意 し，同 じ配列内，

配列 間で 同 じ色 を繰 り返 し使 うこ

とが で き る よ うに した 。 また
一
度置

い た色 を取 り替 え る こ と も許 した。
図 1 提示 図版

　使用色は，SD 法に よる 100 色の 色彩感情調査

データ （1998 年色研実施）か ら ， 感情効果が 異な

る よ うに体系的 に選 ん だ 。 具体的に は ，色 × 尺度

の 被験者 平均評定デー
タを因 子 分析 に か け，色別

因子得点を ク ラ ス タ分析 し 9 ク ラス タ を求めた e

ク ラ ス タ ごとに色空 間にお ける分布 を考慮 し，図

2 の よ うに 21 色を選 定 し た．

　作業の 背景面には ライ トグ レ
ー

（N7 ）の 厚紙を

敷き，自然光 と
一

般 の 蛍光灯 とを併用 した環境 で

2005 年 10 月 に 実施 し た 。
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図 2　色彩感情ク ラ ス タ別 の 使用色

2）パ ー
ソナリティテ ス ト

　村 上 らに よる 「主要 5 因子性格検査 （Big　Five）」

70 問に加 え，曖眛な状況 に 対す る寛容 さをと らえ

る 「曖昧 さ耐性尺 度 ：ATS ）」 （今川 1981）44 間 ，

「刺激欲 求尺度 ・抽象表現項 目版 ： SSS −AE ）」 （古

澤 1989）15 問 ，
「特 性不安尺度 ・日本語版 （STAI）」

（清水 ら 1981）20 問を使用 した 。

3．結果と考察

1）パ ー
ソナリテ ィテス ト

　被験者ごとに，Big　Fiveの 因子別 得点 と他の 性

格尺 度得点を求めた 。 回 答者群の パ ーソ ナ リテ ィ

特性 の 得点分布 は
一

般 日本人の 傾 向 と同程度で あ

る こ とが 確認 された 。た だ し、テ ス ト項 H間の 相
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関係数 が高 く、独立 で はない 組み 合わせ が い くつ

か 見受 け られ た。 例 えば ，
Big　Five の 5 因子 申の

「情緒安定性 」 と 「外向性」 と の 間 にか な り高い

相関がみ られ た （r＝ 0．57）。 他に も 「知性」 は ，
「情

緒安定性」 「外 向性 1 「勤勉性 」 とか な り高 い 相関

が あ り （順に r＝0．60， r ＝ 0．55 ，
　 r＝ O．50），また ，厂特

性 不安テ ス ト」 の 結果 は，Big　Fiveの 「情緒安定

性 」や 「外向性」と高い 相関が あっ た（順に r ＝ ・O．72 ，

r＝
−0．63，）。

2 ）配色頻用色と性格との 関係

　配色使用色 を，色相別 （暖色 ， 寒色 ， 紫 系） と

ト
ーン別 （Tint＋Pure ，

　 Shade＋Moderate，無彩色）

に分類 し ， 性格テ ス トの 得点 と の 相関を求め る 。

また 色彩感情 の ク ラ ス タ分析結果か ら ， 使用色 を ，

明 る く動 的な印象の 色群 （図 2 ．E半分） と暗 く静

的 な色群 （図 2 下半分） と に 分け，それ と性格 と

の 相関 を計算 した り，どの よ うな色彩感情 を持 っ

配列 を作 るか とい うこ とと性格 との 関係 をみ るた

め に ， 使 用色 それ ぞ れ を， 評価性 ， 活 動性 ， 潜在

性 の因 子 得点に換算 し，そ の値 と性格 との 相関を

求 め る 。 他に，21 色 中の 総使用色 の種類 と，3 つ

以 ヒの ピ ラ ミ ッ ドで 使用 した色種類 個 執色数）

と性格 との 相関 も算出する。

　作 られ た好き な配色 と嫌い な配色 と の 結果 をみ

ると，例 え ば，情緒安定性が 高い 人 ほ ど，嫌 い な

配 色に は低明彩度色 を多 く使 い ，好 きな配色 には

逆に 低 明彩度色を使わ ない と い う傾 向がみ られ る

とい うよ うに，好 き と嫌い で は，性格特性 と頻用

色 との 関係 は，全般的 には反対の 関係 とな っ て い

た 。 そ こ で ， 用 い られ た色 とそ の 人 の 性格と の 関

係 は ， 好き な配色 にお け る結果 を 中心 に ， 相関係

数がある程度強 い 組合せ （O．4 以上 を 目安）を取 り

Eげる こ とにす る 。 結果を表 1 に示す。

表 1　性格特性 と頻用色 と の相 関係数

色 系 統別 （T。 ne ） 色 彩感情の タイプ　　　　分 類 基準

性 格 特 性

TIntPureShadeMod
贓 eNeutral

明・動
（高明 彩）

暗・静
（低 明 彩）

外 向性 012 一〇36O ．360 ．37 一〇，38

情緒 安定性 032 ・0．44O ，240 ．47 ・0．48

卿臟欲求 （開放10 ．49 一〇．35 一〇．08o ．48 一〇．49

特性 不 安 一〇，110 ．41 一〇．45 一〇．32033

R ≧ ± O．4 を 太字 で示 す

　表 1 には記 し て い ない が，頻用色の 色相 と性格

テ ス ト得点 との 相関は全般的に低 く，関係は ほ と

ん どみ られ な い
。

　
一方， ト

ー
ン と性格，使 用色 の イ メ

ージ と性格

とに つ い て は ， 以下 の よ うに い くつ か の 組み合わ

せ で 関係 がみ られ る 。
「情緒安定性」 が 高い ほ ど，

低明彩度の トーンや暗 く静か な印象の 色を使 う頻

度は 減少 し ， 明る く動的な色 を使 う傾向が高まる 。

「特性不安」 が高い 人 は低明彩度色 をよ り使 っ た

配列 を作 り，無彩色は使わない 。「外向性」 が 高 い

人 は ， 低閉彩度色 を相対的 に あま り使 わな い
。 欄

放的な気持 ちを求 める 」人は，高明彩度系の色や，

明 る く動的な印象の 色 を よ く使用 し，暗く静か な

色 は使わ な い 。 なお ，総使用色の 種類，固執色 数

と性格テ ス トと の 相関はそ れ ほ どは っ き りとみ ら

れて い ない 。

　使用色の 違 い か ら ， どの 程度 まで性格 を推 定で

きる か を探 る ために ， 頻用色 との 相 関が 高か っ た

性格項 目と して 「外 向性」 「情緒安定性」 「特性不

安」 を取 り上 げ，それ ぞれ の性 向 が 高い 上位群 と

ド位群 とで 使用頻度の 差が大 き い 色な どを抜 き出

し ， 性格特性 ご とに ， 上位 回答者 が使用 しや す い

色群 ， ド位群 が使用 しやす い 色群 と の 重 相関係数

を 求めた 。結果，重相関係数は， 「外 向性」 で は

O．677，1情緒安定性」で 0．748 ，「特性不安 1で O．829

とな っ た。ちなみに 「特性不安」 の 場合，使 用傾

向色 と し て dark ト
ー

ン と brown
，
　 beige

， 不 使用

傾 向色 として 白 ・黒 と純色 の 赤黄青 とした。

4 ．まとめ と今後の 課題

　好 き な配列 に ど の よ うな色相 の 色 を使用す るか

と性格 とは関係は薄 く， 卜
一

ン との 関わ り の 方が

強い 。色相 を中心 とし た分類集計 を行 うカ ラーピ

ラ ミ ッ ドテ ス トの 結果の 解釈 に は問題 が あるとみ

て よ い だ ろ う。頻用色 と性格 と の 対応 は，明 る く

彩度 の 高い 色 を好ん で 使 う人 は，「外向性傾向」 が

強 く，「情緒安 定性」 が高 く，「開放的な気分 を求

め る傾 向」 が み られ る。暗 く彩度の 低 い 色 を使 う

人 は ，
「内向性」 「情緒不 安定性」 「特性不安」が強

い 傾 向がある 。

　今 後 の 課題 として は ， 回 答者人 数 と集団 の 偏 り

を配 慮 したデー
タ の 追加収集が求め られ る 。 また ，

性格 と頻用 色傾向 の 相関 はそれ ほ ど強 くな い 。色

ご とに性格 と の 対応 を検討する ，頻用 色以外 の 分

類基 準，例 え ば配列 パ タ ン な どを指標 に加 え る こ

とも考え られ るで あろ うu
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